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安村佐都紀：2010 年内リンパ水腫疾患疫学調査結果．「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前
庭機能異常に関する調査研究平成 22 年度総括・分担研究報告書」，67-70，2011． 
4)  將積日出夫，渡辺行雄，峯田周幸，青木光広，坪田雅仁，渡辺一道，五島史行，重野浩一郎：難治性内リンパ水腫
疾患に対する Meniett による中耳加圧療法の長期成績．「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前
庭機能異常に関する調査研究平成 22 年度総括・分担研究報告書」，165-166，2011． 
5)  十二町真樹子，渡辺行雄，將積日出夫，浅井正嗣，安村佐都紀，藤坂実千郎：難治性メニエール病，遅発性内リン
パ水腫に対する経鼓膜的中耳加圧療法．「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関
する調査研究平成 22 年度総括・分担研究報告書」，167-168，2011． 
6)  渡辺行雄：前庭機能異常に関する調査研究．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）総合研究報告
書，「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平成 20 年度～22 年度
総合研究報告書」，13-55，2011． 
7)  渡辺行雄，青木光広，宇佐美真一，高橋正紘，長沼英明：メニエール病診療ガイドラインの作成，メニエール病･
遅発性内リンパ水腫の疫学的調査，メニエール病の神経内分泌ホルモン・抗利尿ホルモンに関する基礎的研究，内
リンパ水腫疾患の画像診断に関する研究，難治性メニエール病に対する治療効果向上に関する研究，難治性内耳疾
患の遺伝子バンクプロジェクトによるメニエール病遺伝子解析．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究
事業）分担研究報告書，「厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）前庭機能異常に関する調査研究平
成 20 年度～22 年度総合研究報告書」，57-64，2011． 
8)  渡辺行雄：病態としての内リンパ水腫の発見とその後の展開．「Meniere’s Report 第 2 回」渡辺行雄 監修，興和創薬，
東京，2011． 
9)  渡辺行雄：メニエール病の将来展望．「Meniere’s Report 第 3 回」渡辺行雄 監修，興和創薬，東京，2011． 
10)  將積日出夫：メニエール病の診断と治療－最近の動向－．第 13 回山形めまい研究会，2011，1，21，山形．（招待講
演） 
11)  渡辺行雄：メニエール病診療 最近の話題．第 10 回神奈川 Neuro-Otology 研究会，2011，2，3，横浜．（招待講演） 
12)  渡辺行雄：メニエール病診療 最近の話題．千葉県耳鼻咽喉科医会講演会，2011，2，17，千葉．（招待講演） 
13)  渡辺行雄：メニエール病診療最近の動向．第 17 回上越頭頸部疾患懇話会，2011，2，19，上越．（招待講演） 
14)  渡辺行雄：メニエール病診療の最近の動向．第 10 回埼玉県めまい・難聴研究会，2011，2，24，大宮．（招待講演） 
15)  渡辺行雄：内耳性めまい．市民公開講座 病気のシグナル vol.1，2011，2，26，富山． 
16)  渡辺行雄：メニエール病診療ガイドラインについて．第 55 回富山県耳鼻咽喉科臨床研究会 学術講演 1，2011，3，
3，富山．（招待講演） 
17)  渡辺行雄：音と言葉を聞く仕組み・聞こえの病気．第 56 回耳の日公開講座，2011，3，6，富山． 
18)  小林健二：生活習慣と耳の病気．第 56 回耳の日公開講座，2011，3，6，富山． 
19)  渡辺行雄：メニエール病診療 最近の話題．第 20 回奈良県耳鼻咽喉科感覚医学研究会，2011，4，23，奈良．（招待
講演） 
20)  浅井正嗣：緊急時の気道確保について．真生会富山病院医局セミナー，2011，5，17，富山．（招待講演） 
21)  渡辺行雄：耳鼻咽喉科雑談．第 247 回富山県聴覚障害研究会，2011，5，25，富山．（招待講演） 
22)  伏木宏彰，石田正幸，浅井正嗣，将積日出夫，渡辺行雄：ニューオプト社およびモリタ製作所製ビデオ眼振計の使
用感および今後の発展性について．Video カメラによる眼運動記録解析に関するワークショップ，2011，5，28，東
京． 
23)  伏木宏彰：富山めまい診療の地域連携・支援推進プロジェクト．平成 23 年度富山第一銀行奨学財団研究助成セミナ
ー 研究成果発表会，2011，6，7，富山． 
24)  將積日出夫：遅発性内リンパ水腫の疫学・診断・治療－最近の動向を踏まえて－．平成 23 年度尾張耳鼻咽喉科医会
夏季研修会，2011，7，23，名古屋．（招待講演） 
25)  渡辺行雄：めまいの病態と治療－耳鼻科医からみためまい診療－．長岡市医師会学術講演会，2011，9，2，長岡．
（招待講演） 
26)  渡辺行雄：体のバランスとめまい．糸魚川市民健康講座，2011，9，3，糸魚川．（招待講演） 
27)  渡辺行雄：メニエール病の最近の話題－診療ガイドラインを中心に－．第 17 回東海メニエール病研究会，2011，9，
10，名古屋．（招待講演） 
28)  浅井正嗣：声の異常さまざま．市民公開講座 病気のシグナル vol.3，2011，9，10，富山． 
29)  渡辺行雄：メニエール病診療最近の動向－診療ガイドラインを中心に－．第 11 回 KENTOB 会，2011，9，24，大阪．
（招待講演） 
30)  伏木宏彰：富山めまい診療の地域連携・支援推進プロジェクト．コラボフェスタ 2011，2011，9，28，富山． 
31)  渡辺行雄：めまいの治療－難治例を中心に－．第 64 回御茶ノ水耳鼻咽喉・頭頸科治療研究会，2011，9，29，東京．
（招待講演） 
32)  渡辺行雄：メニエール病診療最近の動向－診療ガイドラインを中心に－．第 34 回宮崎県耳鼻咽喉科懇話会，2011，
10，13，宮﨑．（招待講演） 
33)  藤坂実千郎：聴覚医学会の興味ある演題について．第 250 回富山県聴覚障害研究会，2011，11，9，富山．（招待講
演） 
34)  伏木宏彰：外来で行える前庭機能検査法の実際と意義について．第 58 回富山県耳鼻咽喉科臨床研究会 学術講演 1，
2011，11，10，富山．（招待講演） 
35)  伏木宏彰：富山めまい診療の地域連携・支援推進プロジェクト．とやま産学官金交流会 2011，2011，11，25，富山． 
36)  藤坂実千郎：補聴器調整の原則．第 3 回日本耳鼻咽喉科学会補聴器相談医資格更新のための講習会，2011，11，27，
富山．（招待講演） 
37)  渡辺行雄：耳鼻咽喉科学史について．第 59 回富山県耳鼻咽喉科臨床研究会 学術講演 1，2011，12，15，富山．（招
待講演） 
